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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公開研究発表会（平成2年3月28日）
　　　　　　　語彙調査自動化のための基礎的研究
　　　　　　　　　　　　　中野　洋（言語体系研究部第2研究室）
1．はじめに
　本発表は，特別研究『語彙調査自動化のための基礎的研究』（昭和59年度～63年度）の報告である。こ
れまでに国立国語研究所は，電子計算機を用いて次の大量語彙調査を行なってきた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査対象　　　　　　成果発表年　　　標本数　OHP①
　（1）電子計算機による新聞の語彙調査昭和41年新聞3紙1年間S45，　S46，　S47，　S48約300万β単位
　（2）高校教科書の語彙調査　　　　　昭和49年理科社会科9冊S58，　S59，　S60，　H1約60万M単位
　（3）中学校教科書の語彙調査　　　　昭和54年理科社会科7冊S61，　S62，　H1　　　約25万M単位
　（4）テレビ放送の用語調査　　　　　平成元年度7CH　1年間　　　　　　　　約70万長単位
　これらの調査においてきめの細かい分析を行なうためには，人手の作業がかなり必要となっている。予
算および人員が削減される現状において，データの精度を維持するためには，作業の自動化を推し進め，
人手と計算機が緊密に結びっいたシステムを作り上げることが望まれる。
　このことを実現するために，次の機能を持った自動処理プログラムとデータベースマネージメントシス
テムを試作した。
　（1）修正しやすいこと，（2）検査しやすいこと，（3）結果が得やすい，（4）手軽なこと
2．語彙調査の自動化のためのプログラム
　はじめに，本研究は，語彙調査を完全に自動化することをめざしているのではないことを断っておく。
そのねらいは，自動化できるところを自動化し，その分人手による精度の向上を図ることである。
（1）語彙調査システムの歴史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OHP②
　　
　　
　　
　　
　　
　　
（2）語彙調査自動化システム
　　　　　　　　　　　　［EZ］
　　　　　　　　　　　　　文章情報の追加
　　　　　　　プリンタ　　ディスプレイ　　　キーボート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー1一
（3）データファイルの持ち方
　　（位置）　　　1　2　3　4　5　6　7　8　9　101112131415　　　　0HP④
　原データ　新しい計算機システムとの関連性
　　語彙ファイル　位置　読み　　　　代表形　　　　語種　　品詞　　意味番号
　　　　　　　1　あたらしい　アタラシイ　　和語　形容詞3．166
　　　　　　　4　計算機　　　ケイサンキ　　漢語　　名詞　　1．4630
　　　　　　　7　システム　　システム　　外来語名詞　　1．132
　　　　　　11　と　　　　ト　　　　　和語　助詞
　　　　　　12　の　　　　ノ　　　　　和語　　助詞
　　　　　　13　関連性　　カンレンセイ　漢語　名詞　　1．1110
3．E國璽
（3．1）一貫処理の特徴①漢字かなまじり分を入力データとして，単語分割・読み仮名付け・品詞認定を行
なう。②精度は90％以上を目指す。③実用化できるよう，頑丈なシステムとする。④処理の精度より，
処理速度を重視する。⑤小さい機械でも動くように，プログラムや辞書を小さくする。
（3．2）漢字解読の方法　　漢字の前後の文字の種類によって，その漢字の読みを選ぶ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OHP⑤　　環境　　　　　　　　演算用　コード直前直後AlB2C3D4E5F6G7H8獲：：翻駕1嶽｛1崖
　　　　　　　　　0：漢字をテーブルの中の読みに代える
　　　　　　　表1　環境演算テーブル
（1）　1校コウ　☆（2）　2歌1カ　　Aうた　☆（3）　2河1か　　Aかわ　☆（4＞　3川18セン　2Hかわ　＊M河1M柳1☆！3§細碧　》鷲事　‡膿灘哀
　　　　　　　図1　漢字解読辞書
　　　実験文1　　1実験文2　1実験文3
　　　①②　1①②　1①②　　　①入力文字列
　　　校　コウ　［川　かわ　1河　力　　　　　②漢字の読み
　　　歌　力　　1で　　　　｝川　セン　　　を　　・　　1泳　およ　｛で　　警うたぱ　湶詔
　　　。　　　l　　　　lを　　　　　　　1　　　　｝す　　　　　　　1　　　　　｝る　　　　　　　l　　　　　　　l。　　　　　　図2　漢字解読実験結果
（3．3）単語分割の方法　　字種の変り目により切る。ひらがな辞書を引く。助詞・助動詞の接続を調べる。
　　　　漢字　　　　　　　　ひらがな　　　カタカ　数字記
　　　43．　4％　　　　　　　　28．　0％　　　8．1　9．8％9．2
　　　　　　　　　　　　　　　　0．6％（ローマ字）　　　図3　新聞における文字の使用分布　　　　　　　延べ字数　　1，489，175
　　　　　　　　　　　　　　　－2一
　日本語文を文字の連続とみて，入力文を次のように字種の列に変えることができる。
　　　　　㍊i晶裁露纏詰　　　　　　　　゜HP⑥
　前＼後　漢字1平仮名1片仮名瑛文字1数字1記号　　　前＼後漢汗1用英1麹記
霊名・i：lll6：1；ll：11　，19：⑪il；1：闘！犠名1謡｛治
鍍筆21：1；1；1：91　，。；：8ii　15ril　5761i　；8：1蠣8鐸81；；9
霧・；：；i　’12：！1・芸111：lil・1：㌍　霧！｛綿；ll；！：響蓼い
　　表2．語の切れ目における文字種連続の割合　　　表3．文字連続による単語分割の表
彗ぎ羅（1°字以内）il3111113③欝長さ
　　　　1た　　　　　　　1P十　　　　1で　　　　　　　109　　　　1の　　　　　　　1R　　　　1れ　　　　　　　1P＃　　　　図4．品詞認定・単語分割のためのテーブル例
　文区切り｝文区切り1文区切り1文区切り1文区切り1文区切り　　　　　　　　　　OHP⑦
8　汐　溜1　il　l　纒1　16
　L　　　l－　　　1き1　　1．　　　　1っ1　　10
　1　　　1ホ　　　1た1　　1F　　　lた1　　1円5　；；1・濯　｝””　lg。・　11ぞ1
　8　　　1で1　　1り1　　i」l　　　lン　　｝だ斜　魏　；蕉1　；ご1　；劃　；ま1
　墓　　　；さ1　　1っ1　　1は1　　11　　　1。　1
泉1　梁1　1て1　緯　　iO　　l　の1　1た1　；い　　1大1　iO　　l響　遷1　1：｛　渓1　1毅　1
セ　　　；び1　　1ジ　　　1統　　　1，1　　1　　　　　区切り欄が1の箇所で語が切れる。
　　　　　　　　　　　　　　　　図5．単位分割実験の結果
（3．4）品詞認定の方一：　　テーブルによる。語形による。助詞・助動詞の接続による。
　1番目の方法は図4のテーブルによる方法である。　　　　　　　　　　　　　　　　OHP⑧
　2番目の方法は，語末の形による方法である。
　　その規則を適用した場合の精度をそれぞれの規則の後にO付きで示した。
①もし語末の文字が漢字か，片仮名か英文字であれば，その単語は名詞である。（94．4％）
②もし語末の文字が「い」であれば，動詞の連用形か，形容詞の終止形または連体形である。（86．2％）
③もし語末の文字が「く」であれば，動詞の終止形または連体形か，形容詞の連用形である。（83．4％）
④もし語末の文字が「る」であれば，動詞の終止形である。（95．8％）
⑤もし語末の文字が「れ」であれば，動詞の仮定形か，指示代名詞か，助動詞である。（92．9％）
⑥もし語末の文字が「ろ」であれば，動詞の命令形か，名詞である。（63．3％）
⑦もし語末の2文字が「かっ」であれば，形容詞の未然形か，動詞の連用形である。（74．　2％）
⑧もし語末の文字が「っ」であれば，動詞の連用形である。（79．・6％）
⑨もし語末の2文字が「漢字＋平仮名」であれば，それは動詞である。（94．4％）
　最後の文字の平仮名の母音が／a／であれば，その語の活用形は未然形または連用形である。
　／i／であれば，未然形または連用形，／u／であれば，終止形または連体形，
　／e／であれば，仮定形または命令形，／o／であれば，命令形である。
⑩もし語末の文字が数字であれば，それは数字であり，語末が記号であれば，記号である。
3番目の方法は語の接続のしかたを利用する方法である。
　フォーマットは次の通り。（＠は区切り記号である。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5一
琶の言鍾論6羅醗麗語畠麗きる助詞’助動詞③
　　もし，直前の語が3・4と一致しなければ強制的に適用する品詞・活用形
轟晶＃と＃から＃まで、の、だけ＃ばかり＃。羅え婿＃のみ、など＃ぐらい・9月
　　　　　　　　　　　　　　　図6．品詞接続テーブル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OHP⑨
　て　　　　1R　R　　　　　　　　　　　　　　　　　H：終止形1：連体形÷：終止形．連体形
　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q：仮定形R：命令形
　る　　　1E＋E＋
・　　1YY　　　図7．品詞認定実験の結果
（3．・5）スーパーバイザ　　①助詞・助動詞の接続をチェックする。　②1字で構成される単語をチェック
　　　　　　　　　　する。③動詞の連用形＋他の動詞をチェックする。　　　　　　OHP⑩
文字嫉助詞灘％その罐1％文字嫉助言司糠％その傷纏％
　の　38404　325881S4．9　　210　は　16062　13324183．0　　010　い　　23633　　　　　210．　0　　1305　15．5　　た　15958　　10569166．2　　　　1　10．0
　　し　　22124　　　　　64｛o，3　　13138　15g．4　　る　　15522　　　　　17　1　0．1　　　　　0　1　　01
ξ1鵠　1需漂　　9｛°’8‡1｛llg　i｛ll：　g！：1　81；
　　　図8．文字の頻度とその1文字語の頻度
　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OHP⑪①②　　③⑥⑦③⑥⑦　1①②　　③⑥⑦③⑥⑦
沢たく　　　　　　　；面おも　山さん　11　1　1　1白しろ　の　　　　　1　R　　I　R　　lく　　　　　1　MgE＋　1　MgE＋
　木き　　11　1　1　｝て　　1R　IR　を　　　1R　I　R　　l遊あそ　た　　　　1P＋　O　　　　lび　　　　1　E＃　0　ば　　　1R－　o　　　l過す　ね　　　　　1　Q　　o　　　　　lぎ　　　　　1　E＃　　1　E＃
　ら　　　　　　　　1　E8　　1た　　　　1P＋　1P＋　れ　　　　1P＃　I　P＃　1。　　　　1Y　　Y
　ま　　　　　　　　　　　　　1
　せ　　　　　1P＃　1　P＃　　’
4　　1P＋1P＋　図9．。一パーバイザの結果
　し　　　　　正P9　1　P9
　た　　　　　1　P＋　1　P＋
　。　　　　　　1　Y　　l　Y
4．単語情報の作成
（4．1）一貫処理の結果は，前の例に示したように文字単位で各種の情報を出力している。これを単語毎の
情報に直す。さらに，語種の認定，終止形変換も行なう。辞書引きによる意味情報の付与機能はまだ付け
ていない。
（4．2）語種認定
　語種の認定は，漢字解読テーブルの読み情報を利用する。漢字解読テーブルの読み情報は，訓読みは平
仮名，音読みは片仮名表記になっている。外来語読みはローマ字表記となつている。
　漢字表記の語はこれらの情報を利用する。仮名表記の語は，片仮名なら外来語，平仮名なら和語とする。
（4．3）⌒
　文章中に現れた各活用形を終止形に変換する。同語異語の判別を助けるためのプログラムである。前後
の文脈を調べないで終止形に変換するには，次の3っの方法がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－4一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　処理方法
　入力データには，品詞認定の結果として活用形の情報が付いている。これを利用して次の処理を行う。
①形容詞・助動詞は，プログラム内の活用表によって終止形に変換する。　　　　　　　　　OHP⑫
②動詞は，以下の方法による。
　力変・サ変は，プログラム内の活用表によって終止形に変換する。
　終止・連体形は，そのまま出力する。
　仮定・命令形は，語末の「れ・ろ・よ」を「る」に変える。それ以外は，　語末をウ段に変える。
　未然形は，語末が工段またはイ段なら「る」を加える。その他はウ段に変える。
　連用形は，語末が工段なら「る」を加える。イ段または促音・擦音ならテーブルにしたがって変換する。
たとえば，「いった」はテーブルにしたがい，すべて「いく」と変換する。テーブルの内容は確率的に多
い方を採用しておく。
5．魎薗以下は，大型計算機による結果である。パソコンによる処理の結果もほぼ同じである。
（5．1）結果のまとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OHP⑬
　1．語彙調査データの作成作業における人手の作業と機械処理の比較を行った。
　2．処理精度は単位切りでは機械でほぼ90％，人手では97％～98％が見込まれる。これは人手の方がよい。
　3．処理時間は検査の時間を含めても機械が約5時間，人手が約53時間で，人手は機械処理の10倍かかる。
　4．入力パンチ量については，機械は人手の約20％の入力で済む。
　5．以上の結果，今後の語彙調査には機械による自動処理を用いても良いことは明らかである。しか
し，今まで以上によい修正システムをっくる必要があると思われる。
（5．2）調査対象と機械処理の精
　　　　　　　　調査対象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OHP⑭
§警轟鷲鷺；欝義　醐理嘩
繍瀦経済理1麗1；：記＝：　　単位切・攣壁品詞認定
ず缶英潔情雀芸号一㌔季露耀§一謬提；謬lll紅
誌1：鶏鑑i；i；；ll：が大蒜ヲ誌211託91：繧；1：；
（5．3）人手と機械の精度について　　人手作業と機械処理の精度を比較したものが，次の表である。
　　　　　　　世　　界　　史　　1　　雑　誌
　　　　　葺　祓’「…諺莚葺’rアー亨…㌻雀　祓㌻ア　芋’
単位切り　92．71　97．0｝　97．0　191．4　199．2
よ垂がな　92．2　1　99．9　1　100　　187．9　199．7
品詞認定　97．31　93．51　91．7　196．0　199．9
（5．4）処理時間にっいて作業における処理時間をまとめたものが，次の表である。　　　　　OHP⑮
　　　＿＿＿．1墜越獲1里＿一＿’一一”t－＿＿＿＿＿ム＿壬＿fE＿茎＿～＿＿＿　＊LOGIN，　LOGOUT，オへ’レートミスなど
　　　一貫処理；全体＊1検　査；単位清書1かな1品詞；全体＊司検　査　　のすべてを含む
世墨史旦二＿1抄L旦9盆注腫閲［旦壁旦旦己壁畑壁1旦旦．＿L1壁間　＊仕事につく前の時間・休憩な
稚誌0．6秒164分l　　l2時1117時19時；6日11時商　ども，すべて含む
　7一タ　　　　；　　；　　1間時間｛間1間1　　；
（5．5）パンチ量にっいて　　パンチ量を比較したものが，次の表である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5一
　　　■
6．利用の方法　パソコンによる利用について示す。
（6．D動作環境
　MS－DOS力働き漢字の使えるコンピュータであれば使用できるはずである。メモリーは空き領域1
28K以上あればよい。補助記憶装置は，フロッヒ’一ディスク1台でも動作可能である。しかし，出力ファイルが
入力ファイルの8倍の大きさになり，又，中間ファイルも出力ファイルと同じだけの領域を必要とする。
大量データを処理する場合は，加ヴヒー一ディスク2台，できれば固定ディスク装置があったほうがよい。
（6．2）システム構成
　　　　　　　AUTO5辞書引き
　　　　　　逼鋤ザ1　　　　　　　　　　　　　　°HP⑯
　　　　　　　　l　segment　　　l
　漢字解読　r……一一…一・亮スーパーパイザ；接続による
　　　　　　1語型による：　super　　l　　品詞認定　　　　一貫処理プログラム
　kaldok　　l品詞認定l　t－・一・一一一・一一・：parts2
　　　　　　　1parts1　　　　｝
（6．3）辞書一覧
　下の表に，一貫処理で使用した主要な辞書の一覧を示す。これらは，MS－DOSのテキストファイルで書か
れている。他の日本語処理の辞書に比べ，大変小さいことが特徴となっている。また，辞書は，処理対象
の文章に応じて書き換えることができ，処理の精度を上げることが出来る。
　　辞書名　　　　　　　　　　　　ファイル名パ朴数項目数　　　　　　　　oHp⑱
｛欝灘1三ラ瀦矧　　　Ill：lll　ill｝！2945
8讐鵬認；罐雰鑑鵠Ill誓1罐ISI；｝｝闘
，21議摯轡テーブル　　；8§｝1［｛濫’il｝it
l鞠磯轡禿エツク用テープルll｛｛；1渦10需，ll9
（6．4）プログラムー覧　一貫処理プログラム　　　　　語彙調査用データヘー一スマネy“　Xyトシステム　　OHP⑰
　　プログラム名　　　　内容　　　　　　　　　　プログラム名　　　　内容
Il合跳llE讐欝品詞認定1，x．一。－iN’、（e’ilgl⑪罐ご蚕纏述ファイルの作成
i；舗｝：lll羅籔2　　　　　　灘：ll誌運毅作成語顧定
5NAP．　EXE　　一貫処理ドライバ　　　　　　　　　AUTO5．EXE辞書引き（予定）難ll磯1灘1：lllll購鞠罐正
　　NAPKANA．　EXE仮名文節分かち書き用　　　　　　　汎用プロ　MiFES，　OPT－TECH　SORT，　SED，　NFP
7．処理データ例　　（原データ：保存ファイル）
〈題名〉「日英語彙データの収集・比較と機械辞書の作成」　　（中略）　　　　　　　　　OHP⑲
1．研究目的
　異なる言語を比較すると，ある言語では一っの単語で表される概念が他の言語では連語や句でなければ
表せないことがある。
また，一っ一っの単語では対応がとれるが，連語や句になると全く異なった表現となることがある。
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　　　　　　　　　（情報ファイル：保存ファイル）
　　1111「日英語彙データの収集’・比較と機械辞書の作成」
　　572　　2　　10　0　1
　　73531　　国立国語研究所・中野洋
　105532　　宮島達夫（国立国語研究所）
　141533　　石井久雄（国立国語研究所）
　177534　　藤田正春（国立教育研究所）
　　　　　　　　　（単語ファイル：一時ファイル）
　2874，　SE＋，異，ことなる，異なる，ことなる
　2914，　Tl．言，げんこ，言語，げんこ
　2952，SR，を，を，を，を
　2978，VE＋，比，ひかくする，比較する，ひかくする
　3052，SR，と，と，と，と
　　　　　　　　　（KWICファイル：一時ファイル）
　2832　　1．研究目的　異なる言語を比較，YY，，，，
　2874　1．研究目的　異なる言語を比較す，SE＋，異，ことなる，異なる，ことなる
　2914研究目的異なる言語を比較すると、．T1，言，げんこr，言語，げんこ
　2952目的異なる言語を比較すると、ある，SR，を，を，を，を
　2978的異なる言語を比較すると、ある言VE＋，比ひかくする，比較する，ひかくする
　3052る言語を比較すると、ある言語では一，SR，と，と，と，と
　　　　　　　　　（語彙ファイル：保存ファイル）　　　　　　　　　　　　　　　OHP⑳
カS（が），和語，助詞，［が］＝3452，3892，4272，4352，4812，
く，〈句），漢語名詞，［句］・3652，4452，
げんこt（言），漢語名詞［言語］＝2914，3134，3514，5114，
こと，（こ），和語，名詞，［こと］＝　3854，4774，
ことなる．（異），和語，動詞［異なっ］＝2874，4596，
ひかくする，（比），混種，動詞，［比較する］・2978，
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